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三重県難病相談支援センターでは、毎年各疾患の患者会の相談員の方を対象

にした相談員研修会を実施しています。第 回目は下記の日程、内容で開催し

ました。

日 時 月 日 水 時 分～ 時

場 所 三重県難病相談支援センター 交流室

講 師 三重障害者職業センター

テーマ 三重障害者職業センターの業務

参加者 相談員 名、センター職員 名

三重障害者職業センターでは、ハローワークや障害者就業・生活支援センターと連携を取りながら、就

職や職場復帰を目指す障害のある方や、障害者雇用を検討している或いは雇用している事業主の方の支援

をしています。

どんな職場や仕事内容なら長く続けられるか、その方の特性やこれまでの経験、配慮が必要なことなど

を整理し、就職に向けた支援計画を作成したり、職場に適応できるようジョブコーチが職場に出向いて直

接支援するなどの事業もされています。

三重県では難病患者の利用状況は、平成 年度～令和 年度の間で年間 ～ 名と少なく、障害者職

業センターが難病患者の支援をしていることが、まだあまり周知されていないようです。障害者手帳を持

っていなくても利用可能ですので、自分にどんな仕事が向いているか分からない、仕事に就いても長く続

かないという方は、一度ご相談されてみてはいかがでしょうか。

第第３３回回
月 日
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三重県難病相談支援センターでは、主に下記のような活動、相談を実施しています。

◆◆地地域域難難病病相相談談会会

難病の方々の地域交流活動の推進や就労支援等の一環として、県内を年 箇所巡回して｢地域難病相談

会｣を行っています。

この相談会には、開催地域の医師会にもご協力をいただき、医師による医療相談も行っております。

令和 年度の開催予定については、 ページをご参照ください。

◆◆疾疾患患別別相相談談

各難病の相談員が、療養相談や生活相談をお受けします。

同じ病気の方々の悩みや様々な問題について、同じ立場で一緒に考え、問題解決のお手伝いをします。

受付時間 ： 毎週火曜、木曜 １０００～１６００

電話番号 ： ０５９－２２３－５０６３ ／ ： ０５９－２２３－５０６４

メール ：

面接相談 ： 事前に電話等でご予約下さい。

各疾患の相談員が交代で担当します。

疾患により担当日が決まっておりますので、令和 年度の予定については ページをご参照下さい。

◆◆日日常常生生活活相相談談

難病全般について、日常生活でお困りのことなどの相談をお受けいたします。

受付時間 ： 毎月第２水曜 ９００～１７００

電話番号 ： ０５９－２２３－５０４５ ／ ： ０５９－２２３－５０６４

メール ：

面接相談 ： 事前に電話等でご予約下さい。

◆◆こここころろのの相相談談

難病患者さんのこころのつらさ、悩みなどについて、専門の相談員が対応させていただきます。

お気軽にご相談ください。

受付時間 ： 毎月第２金曜 １ ００～１ ３０

※都合により日時を変更する場合があります。

ホームページの「今月のセンター行事」のページをご参照いただくか、

お電話でお問い合わせください。

電話番号 ： ０５９－２２３－５０３５ ／ ： ０５９－２２３－５０６４

メール ：

面接相談 ： 事前に電話等でご予約下さい。

◆◆就就労労相相談談

ハローワークの難病患者就職サポーターと連携を取りながら、お仕事についてのご相談を受けています。

求職中の方だけでなく、難病に関して職場でお困りのことがある方も、お気軽にご連絡ください。

電話番号 ： ０５９－２２３－５０４５

◆◆小小児児慢慢性性特特定定疾疾病病児児童童等等自自立立支支援援事事業業

お子様のご病気に関するご相談をお受けします。

一緒により良い解決方法を探しましょう。

電話番号 ： ０５９－２２３－５０４６

自分だけ、お一人だけで悩まず、まずは一度ご連絡ください。
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三三重重県県難難病病相相談談支支援援セセンンタターーはは難難病病のの方方々々のの地地域域交交流流活活動動のの推推進進やや就就労労支支援援等等のの活活動動ををししてておおりり、、そそ

のの一一環環ととししてて県県内内をを巡巡回回ししてて｢｢地地域域難難病病相相談談会会｣｣をを行行っってていいまますす。。

ここのの相相談談会会ににはは、、開開催催地地域域のの医医師師会会ににももごご協協力力ををいいたただだきき、、医医師師にによよるる医医療療相相談談もも行行っってておおりりまますす。。

令令和和４４年年度度はは下下記記のの４４箇箇所所をを予予定定ししてておおりりまますす。。おお近近くくににおお住住ままいいのの方方はは、、ここのの機機会会ににぜぜひひごご参参加加下下ささ

いい。。

時時 間間 １１３３：：００００～～１１５５：：００００

対対 象象 難難病病患患者者及及びび家家族族、、保保健健福福祉祉関関係係者者、、一一般般

参参加加費費無無料料 ／／ 要要・・事事前前申申込込

※※新新型型ココロロナナウウイイルルススのの状状況況にによよっっててはは予予定定をを変変更更ささせせてていいたただだくく

可可能能性性ががあありりまますす。。

日時 場所

77月月33日日((日日))  
鈴鈴鹿鹿地地域域難難病病相相談談会会  

三重県鈴鹿庁舎 

99月月44日日((日日))  
伊伊賀賀地地域域難難病病相相談談会会  

三重県伊賀庁舎 

1100月月  

※※日日程程未未確確定定※※  

桑桑名名地地域域難難病病相相談談会会  

くわなメディアライヴ 

1111月月66日日((日日))  
熊熊野野地地域域難難病病相相談談会会  

三三重重県県熊熊野野庁庁舎舎  

※都合により内容が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

おお問問いい合合わわせせ先先 ：： 三三重重県県難難病病相相談談支支援援セセンンタターー

津津市市桜桜橋橋３３丁丁目目４４４４６６－－３３４４

００５５９９－－２２２２３３－－５５００３３５５

００５５９９－－２２２２３３－－５５００６６４４

主主 催催 ：： 三三重重県県

法法人人三三重重難難病病連連
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（筋萎縮性側索硬化症）

みえ の会の会では、毎年春に総会と講演会、秋に交流会を開催

していましたが、今はコロナ禍において皆さんが集まっての開催がで

きないため、インターネットを介しての開催でした。

患者さん８人、医療関係者７人、行政７人、スタッフ５人の計２７

人と、思ったより多くの参加を得ることができました。

今回は、 リーグ・ 岐阜の運営会社である株式会社岐阜フットボ

ールクラブで代表取締役をされていた恩田聖敬（おんださとし）様に

「家族と生きる〜 と闘う社長としても〜」という演題でご講演い

ただきました。

恩田さんも岐阜の自宅からヘルパーさんの介助を受けながらのご講

演でした。

講演の中で、コミュニケーションの大切さが、よく伝わってきまし

た。「自分の人生」「自分らしくあきらめずに生きることが大切」「自分

を好きになる」言葉が心に残りました。

（潰瘍性大腸炎・クローン病）

本会は、炎症性腸疾患（クローン病、潰瘍性大腸炎）の患

者さんとご家族の方が中心となり、医療勉強会、料理教室、

患者交流会などを開催していますが、ここ２年間ほどは、感

染対策のために対面での集まりは制限して、オンラインを利

用した交流会を３回ほど実施しました。患者会としての役割

も十分に果たせず、みなさんにはご心配をお掛けしておりま

す。

今回は、昨年、四日市羽津医療センターＩＢＤセンター長

山本隆行先生、外科医師の下山貴寛先生と一緒に執筆した冊

子をご紹介します。科学的根拠に基づいた栄養と食事の冊子

で、レシピはカラーで見やすく読みやすい内容になっていま

す。毎日の献立にご利用ください。

「潰瘍性大腸炎・クローン病の今すぐ使える安心レシピ

科学的根拠にもとづく、症状に応じた食事と栄養」

講談社（税込 円）

患患者者会会かからら 

みみええ aallss のの会会 

みみええ IIBBDD 

みえ alsの会 会報 
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※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、中止になる場合もございますので、事前にお問い合わ

せしていただくことをお勧めします。参加される際は、マスク着用や手指の消毒等、感染防止対策にご協

力ください。

▼コロナウイルスワクチン接種について

みえ新型コロナウイルスワクチン接種ポータルサイトより

（右記 コードからアクセスできます。）

●●ワワククチチンンににつついいてて正正ししくく理理解解しし、、接接種種はは自自己己のの判判断断でで

新型コロナウイルスワクチンの接種を受けることは強制ではありません。しっかり情報提供を行ったう

えで、接種を受ける方の同意がある場合に限り接種が行われます。

予防接種を受ける方には、予防接種による感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について理解した上

で、自らの意志で接種を受けていただくことになります。受ける方の同意なく、接種が行われることはあ

りません。

職場や周りの方などに接種を強制したり、接種を受けていない人に差別的な扱いをすることのないようお

願いいたします。

お 知 ら せ
三重県難病相談支援センター

《パーキンソンみえ》 （パーキンソン病） 
 
【第 17 回定期総会・医療講演会】 
日時：令和 4年 5月 29日(日)13 時 30 分～16時 
場所：三重県津庁舎 

（津市桜橋 3丁目 446-34） 
内容：14:15～15:25 医療講演会 

「パーキンソン病のリハビリ」（仮題） 
15:30～16:00 意見交換会 

講師：訪問看護リハビリステーション桜代表 理学療法士 
 寺島秀幸先生 

参加費：会員無料、非会員 500 円/家族 
*問い合わせ・申込み* 
パーキンソンみえ 森寺 TEL 059-388-5008 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で中止にな
ることもありますので、非会員の方は上記森寺までお問い合
わせください。会員には連絡します。 
 
 

患者会からの
ご案内！ 講講演演会会・・交交流流会会・・催催ししののおお知知ららせせ

《三重県網膜色素変性症協会》 （網膜色素変性症） 
 
【SS ピンポン体験会】 
日時：令和 4年 5月 14日(土)10 時～15時 
    （10 時名張駅改札口前集合） 
場所：名張市総合福祉センターふれあい 

（名張市丸之内 79） 
内容：SS ピンポン体験会 
参加費：無料、昼食と飲み物は持参 
申込締切：令和 4年 1月 15日(土) 
*問い合わせ・申込み* 
三重県網膜色素変性症協会 
  森澤 TEL 0595-64-3704 
小川 TEL 090-3152-1189 
初体験の企画ではありますが、誰でも簡単に参加できる
優しい視覚障害者卓球です。きっとなじんでいただけるス
ポーツだと思います。 
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●●新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にに関関すするる相相談談窓窓口口

・発熱等の症状がある方の相談窓口

（１）まずは、かかりつけ医等の身近な医療機関に、電話でご相談ください。

（２）相談する医療機関に迷う場合は、受診・相談センターへご相談ください。

＜受診・相談センター＞ 時 分～ 時 分（土曜日・日曜日・祝日も対応）

桑名保健所 ０５９４－２４－３６１９ 鈴鹿保健所 ０５９－３９２－５０１０

津保健所 ０５９－２２３－５３４５ 松阪保健所 ０５９８－５０－０５１８

伊勢保健所 ０５９６－２７－５１４０ 伊賀保健所 ０５９５－２４－８０５０

尾鷲保健所 ０５９７－２３－３４５６ 熊野保健所 ０５９７－８９－６１６１

四日市市保健所 ０５９－３５２－０５９４

※ 時 分から翌 時 分までは、三重県救急医療情報センター（０５９－２２９－１１９９）

にお問い合わせください。

・新型コロナウイルスに関する一般的な相談

三重県医療保健部感染症対策課 ０５９ ２２４ ２３３９（専用回線）

国（厚生労働省） フリーダイヤル ０１２０ ５６５６５３

・ワクチン接種に関する相談

みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン ０５９ ２２４ ２８２５

※土・日・祝含む午前９時から午後９時まで

※電話での相談が難しい場合は、メール（ または

でご相談ください。

夜間窓口 ０５０ ３１８５ ７９４７ 音声技術による自動応答

※ 時から翌 時まで（土・日・祝日も対応）

新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口 ０５９－２２４－３３２６

※ 時間対応（夜間、土曜日、日曜日、祝日を含む）

※対応言語（日本語、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語）

●●ママススクク等等のの着着用用がが困困難難なな方方へへのの配配慮慮ををおお願願いいししまますす

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、「マスクの着用」が求められていますが、感覚過敏、

発達障がい、皮膚の病気や呼吸器の病気などさまざまな事情によりマスク等の着用が困難な方がいます。

マスク等を着用していない方を見たとき、厳しい視線を投げかけたり、心ない言葉をかけたりするので

はなく、「何か事情があるのかも」と想像力を働かせていただくようお願いします。

●●新新型型ココロロナナワワククチチンン接接種種にに関関すするる注注意意喚喚起起

行行政政機機関関等等をを語語っったた””ななりりすすまましし””ににごご注注意意

 ☆ワクチン接種は無料です！

接種を受ける際の費用は全額公費です。

＜消費生活センターへ寄せられた事例＞

「コロナウイルスワクチンが接種できる。後日全額返金するので、

お金を振り込むように」と保健所を名乗る電話があった。

☆電話・メールで個人情報を求めることはありません！

市区町村から｢接種券｣「接種のお知らせ ｣ が届きます。

＜消費生活センターへ寄せられた事例＞

高齢者宅に「コロナワクチンが無料で受けられます」と

個人情報を聞き出す不審な電話がかかってきた。


